
ア
ク
が
な
く
お
い
し
い

「
博
多
な
す
」の
産
地

　
J
A
ふ
く
お
か
八
女
な
す
部
会
は
、
平
成

11
年
に
冬
春
作
、
夏
秋
作
に
分
か
れ
て
い
た

地
区
の
組
織
が
合
併
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
30

年
現
在
の
部
会
員
数
は
冬
春
、
夏
秋
合
わ
せ

て
1
4
7
名
、
栽
培
面
積
は
夏
４
・
６ 

ｈａ
、

冬
18
・
1
ｈａ
と
県
内
で
も
代
表
的
な
ナ
ス
産

地
で
す
。

　
管
内
の
作
型
は
冬
春
作
8
月
中
旬
～
9
月

定
植
、
9
月
下
旬
～
7
月
上
旬
収
穫
、
夏
秋

作
3
月
中
旬
～
5
月
定
植
、
5
～
11
月
収
穫

で
、
年
間
出
荷
量
は
3
0
3
8
t
（
冬
２
７

０
０
t
、
夏
3
3
8
t
）、
収
穫
最
盛
期
は

3
～
6
月
で
1
日
当
た
り
18
t
も
の
出
荷
に

な
り
ま
す
。
肉
質
や
わ
ら
か
で
ア
ク
が
少
な

く
お
い
し
い「
博
多
な
す
」ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

京
浜
、
関
西
、
中
国
地
区
市
場
に
周
年
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
に
選
果
場
が
一
元
化
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
効
率
の
よ
い
選
別
・
出
荷
作
業

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

産
地
の
維
持
拡
大
の
た
め
に

単
為
結
果
ナ
ス

「
P
C
筑
陽
」を
導
入

　
産
地
で
は「
黒
陽
」か
ら
平
成
3
年
に
切
り

替
え
た「
筑
陽
」が
長
ら
く
栽
培
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
高
齢
化
に
と
も
な
っ
て
生

　 Ａふくおか八女は福岡県の南部に位置し、
八女市、筑後市、広川町の２市１町からなり
ます。東部は大分県、南部は熊本県と境を接
する交通至便な地域です。
　豊かな自然に恵まれ全国的に著名な「八女
茶」のほか、イチゴ、ナス、トマトなどの野
菜や、キク・ガーベラなどの花き。また、米
・麦や、みかん・ぶどう・なし・キウイフル
ーツなどの果樹の栽培も盛んな農業地帯です。

～八女茶で有名な農業地帯～

省
力
化
で
き
て
秀
品
率
高
い 

「
Ｐピ

ー

Ｃシ
ー

筑ち
く

陽よ
う

」で
色
つ
や
食
味
抜
群
の

　
　
　
　
　
　
　「
博
多
な
す
」を
安
定
し
て
出
荷

 ・  八女市

   Aふくおか八女   Aふくおか八女

福岡県

佐賀県
大分県

熊本県

 ・ 
福岡市

 ・ 
八女市

［農業列島］

産地ルポ
ナス

福岡県 Ａふくおか八女

地域概況

（
編
集
部
）

↑ Ａふくおか八女なす部会益本秀明部会長（右）と圃場を案内いただいた Ａふくおか八女営農指導部園
芸指導課の島翔太さん（左）。「ＰＣ筑陽」ハウスにて。

↑ Ａふくおか八女の「博
多なす」はアクが少なく、
果実の色合いも美しい。

↑ Ａふくおか八女なす広域選果場。平成２３年に一元化され、効率のよい集荷選別が可能となった。色つ
やよくおいしい「博多なす」の出荷が行われている。
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産
者
数
、
面
積
と
も
に
減
少
、
産
地
規
模
が

縮
小
す
る
中
で
、
産
地
の
維
持
拡
大
を
期
待

し
て
単
為
結
果
に
よ
り
省
力
が
望
め
る

「
P
C
筑
陽
」を
導
入
し
ま
す
。
平
成
28
年
度

で
45
％
、
平
成
30
年
度
で
85
％
と
大
幅
に
普

及
率
が
上
が
り
、
冬
春
作
だ
け
で
な
く
夏
秋

作
で
も
60
～
70
％
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

省
力
化
で
き
秀
品
率
高
く

食
味
も
よ
い「
P
C
筑
陽
」

 「『
P
C
筑
陽
』は
産
地
で
は
『
省
力
化
で
き

て
作
り
や
す
い
』
と
の
口
コ
ミ
が
広
が
っ
て

あ
っ
と
い
う
ま
に
普
及
し
ま
し
た
ね
」

　
J
A
ふ
く
お
か
八
女
な
す
部
会
部
会
長
の

益
本
秀
明
さ
ん
に
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

益
本
さ
ん
は
ナ
ス
を
ハ
ウ
ス
2
棟（
約
20
a
）

で
栽
培
。
8
月
18
日
定
植
で
9
月
下
旬
～
7

月
10
日
ま
で
収
穫
、
今
作
は
全
量
「
P
C
筑

陽
」
を
導
入
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ホ
ル
モ

ン
処
理
の
必
要
が
な
い「
P
C
筑
陽
」の
導
入

で
、
作
業
の
時
間
的
な
制
約
が
な
く
な
り
省

力
化
が
進
ん
だ
と
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

「
生
食
で
も
お
い
し
い
の
で
、
京
都
の
漬
物

屋
さ
ん
で
も
使
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
果
実
が
や
わ
ら
か
い
の
で
油
も
吸
い
や

す
く
、
炒
め
物
な
ど
に
も
向
き
ま
す
ね
」

　
加
え
て
、
そ
の
食
味
の
よ
さ
も
評
価
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
J
A
ふ
く
お
か
八
女
営
農
担
当
の
川
口
さ

ん
は
、

 

「
実
が
や
わ
ら
か
く
タ
ネ
も
少
な
く
食
味
は

よ
く
な
り
ま
し
た
。
秀
品
率
も
高
く
下
級
品

が
減
り
ま
し
た
」

　
と
市
場
で
悪
い
評
価
は
聞
か
な
い
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、「
筑
陽
」と
比
べ
る
と
果
実
重
が
軽

い
の
で
注
意
が
必
要
だ
と
い
い
ま
す
。
昨
年

は
寒
さ
の
せ
い
で
太
り
の
鈍
さ
が
問
題
と
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ボ
リ

ュ
ー
ム
感
は
十
分
あ
り
、
産
地
で
の
評
判
は

上
々
で
す
。

温
度
と
草
勢
管
理
が
ポ
イ
ン
ト

　
栽
培
に
つ
い
て
は
冬
場
の
温
度
と
草
勢
管

理
が
重
要
で
す
。「
筑
陽
」よ
り
草
勢
が
弱
い

の
で
、
冬
場
の
暖
房
の
温
度
を
上
げ
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
益
本
さ
ん
は
、
夜
間
12
℃
、
昼

間
20
℃（「
筑
陽
」は
夜
10
℃
、
昼
9
℃
）で
管

理
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
単
為
結
果
性
に

よ
り
す
べ
て
の
花
に
実
が
つ
く
の
で
、
な
ら

し
過
ぎ
る
と
株
が
弱
り
、「
筑
陽
」に
比
べ
て

収
穫
の
山
谷
が
大
き
い
こ
と
に
も
注
意
が
必

要
で
す
。

　
し
か
し
、
益
本
さ
ん
は
、
暖
房
代
の
コ
ス

ト
が
か
か
っ
て
も
、
ホ
ル
モ
ン
処
理
を
し
な

く
て
よ
い
と
い
う
省
力
性
は
大
い
に
プ
ラ
ス

に
働
い
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
分
、

管
理
に
手
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
適
切
な

摘
花
で
草
勢
を
保
つ
こ
と
で
、
秀
品
率
を
上

げ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

省
力
化
の
ア
ッ
プ
で

新
規
就
農
も
参
入

　
令
和
元
年
は
同
地
で
ナ
ス
の
新
規
就
農
者

が
冬
春
１
軒
、
夏
秋
で
１
軒
増
え
ま
し
た
。

従
来
の
生
産
者
か
ら
も
「『
P
C
筑
陽
』な
ら

ナ
ス
栽
培
を
や
め
ず
に
続
け
ら
れ
る
」
と
い

う
声
が
聞
か
れ
、
「『
P
C
筑
陽
』の
省
力
性

が
産
地
に
広
ま
っ
た
効
果
だ
と
思
い
ま
す
」

と
、
益
本
さ
ん
は
今
後
の
産
地
の
維
持
拡
大

に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

栽
培
技
術
を
確
立
し

お
い
し
い「
博
多
な
す
」を

全
国
へ

　
当
面
の
課
題
は
本
品
種
で
の
栽
培
技
術
の

確
立
。
特
に
、
青あ

お

枯が
れ

病
対
策
で
す
。
同
じ
台

木
を
使
用
し
て
い
て
も「
筑
陽
」よ
り
草
勢
が

弱
い
分
病
害
は
出
や
す
い
印
象
が
産
地
に
は

あ
る
よ
う
で
す
。「
P
C
筑
陽
」に
適
し
た
技

術
を
確
立
し
普
及
す
る
た
め
、
J
A
で
も
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

↑「暖房の温度を上げる分のコストを差し引い
ても、ホルモン処理の負担がないのはプラス
に働きます」益本さんは「ＰＣ筑陽」の省力性
を高く評価されている。↑益本さんの「ＰＣ筑陽」圃場。本年作より環境制御モニター(温度、湿度)を入れている。管

理は手作業だが、データを元にして管理できるようになった。

↑「ＰＣ筑陽」の栽培技術を確立し、品質のよ
い「博多なす」を安定出荷したいとも決意を
語る島さん（左）と Ａふくおか八女総合販
売部販売営業課の井上敬太さん（右）。
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